
内 容

① 交通政策審議会第１９８号答申の概要（平成２８年４月）

② 第１８号答申、第１９８号答申における需要予測モデルの相違について

③ 採算性検討手法について

④ Ｎｏ２沿線開発ケースの土地区画整理事業一覧

⑤ 七里駅周辺のまちづくりについて

⑥ 浦和美園駅周辺地区の開発状況について

⑦ 必要車両編成数について

⑧ 運行計画について

⑨ 事業スケジュール（案）について

⑩ 新技術について

⑪ みそのウィングシティのまちづくりと埼玉高速鉄道線の乗車人員

⑫ 平成２３年度検討委員会 平成２６年度検討会議 平成２９年度延伸協議会 試算結果一覧表

⑬ 都市鉄道等利便増進法の適用の想定フロー

付属資料（鉄道）【参考】



東京圏鉄道網図東京圏における今後の都市鉄道のあり方について

東京圏の都市鉄道が目指すべき姿
①国際競争力の強化に資する都市鉄道
②豊かな国民生活に資する都市鉄道
③まちづくりと連携した持続可能な都市鉄道
④駅空間の質的進化 ～次世代ステーションの創造～
⑤信頼と安心の都市鉄道 ～安全運行を前提とした遅延対策の強化～
⑥災害対策の強力な推進と取組の「見える化」

○国際競争力の強化に資する鉄道ネットワークのプロジェクト

○地域の成長に応じた鉄道ネットワークの充実に資するプロジェクト

「東京圏の都市鉄道が目指すべき姿」を実施する上で意義のあるプロジェクト

○駅空間の質的進化に資するプロジェクト

〈９〉東西交通大宮ルートの新設（大宮～さいたま新都心～浦和美園（中量軌道システム））
【意義】
・まちづくりが進められている大宮駅周辺地区と浦和美園地区とのアクセス利便性の向上
を期待。

【課題】
・収支採算性に課題があるため、関係地方公共団体等において、需要の創出に繋がる
沿線開発や交流人口の増加に向けた取組等を確実に進めた上で、事業計画について
十分な検討が行われることを期待。
・また、導入空間の確保を含めたルートについて、検討が行われることも期待。

〈１０〉埼玉高速鉄道の延伸（浦和美園～岩槻～蓮田）
【意義】
・埼玉県東部と都心部とのアクセス利便性の向上を期待。

【課題】
・事業性に課題があるため、関係地方公共団体等において、事業性の確保に必要な需要の
創出に繋がる沿線開発や交流人口の増加に向けた取組等を着実に進めた上で、
事業計画について十分な検討が行われることを期待。

［４］大宮駅
・北海道・東北、上越・北陸新幹線の発着駅であるとともに、ＪＲ各路線や東武鉄道も
乗り入れる東京圏北部の交通の要所。
・東武大宮駅の移設等による鉄道路線間の乗換改善や東西連絡通路及び東口駅前広場の
整備等による回遊性の向上が図られることを期待。

① 交通政策審議会第１９８号答申の概要（平成２８年４月）



Ｈ２６検討会議では第１８号答申の予測手法を用い、Ｈ２９協議会では第１９８号答申の予測手法を用い検討を行った。

①人口構成の変化への対応
性年齢階層区別や旅行目的区分、サービス変数等について細分化を行っている。

②都市・交通ネットワーク構造の変化への対応

大規模開発や新たなネットワークの構築による人々の新たな交通流動を推測した
モデルとなっている。

③政策目的への対応

東京都市圏の国策競争力強化に向け、幹線交通アクセスに特化した需要推計モ
デルを構築し、幹線交通へアクセスする利用者特性を考慮した分析が可能となって
いる。

④東京圏の都市鉄道に特有な課題への対応

混雑問題への対応のため、混雑率を考慮した経路選択や混雑緩和による利用者
への効果を計測可能となっている。また、駅構内の混雑率も加味し、乗換え行動も
分析することが可能となっている。

② 第１８号答申、第１９８号答申における需要予測モデルの相違について



予測対象年次と人口減少の考慮
・予測対象年次を２断面とすることで、人口減少を考慮した。
（Ｈ２６年度地下鉄７号線延伸検討会議）
・予測対象年次が１断面の場合、人口減少を考慮しない。
（Ｈ２９年度地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）延伸協議会）

H37         H42                           H52 年次

需要

予測年次１断面

定着遅れ
・初年度の利用者を予測より減じ、５年かけて需要予測値となる。
・Ｈ２６年度地下鉄７号線延伸検討会議では考慮
⇒Ｈ２９年度地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）延伸協議会では考慮しない。

【収支採算性検討手法（Ｈ２６〈慎重ケース〉、Ｈ２９〈鉄道需要分析手法に関するテクニカルレポート（H28.7.15）適用〉】
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④ Ｎｏ２沿線開発ケースの土地区画整理事業一覧

⑩ 大門上・下野田⑨ 大門第二⑧ 岩槻南部新和西⑦ 浦和東部第二⑥ 浦和東部第一

④ 風渡野南③ 岩槻駅西口② 南平野① 江川

番号 地区名
面積
（ha）

施行期間
（年度）

地区内
計画人口
（人）

地区内
人口

（認可時人）
① 江川 79.3 S63～H36 7,600 約3,700
② 南平野 67.1 S63～H28 6,700 約500
③ 岩槻駅西口 11.6 H9～H39 1,160 800
④ 風渡野南 13.7 H5～H30 1,100 800
⑤ 七里駅北側 32.0 H14～H49 3,000 2,200

番号 地区名
面積
（ha）

施行期間
（年度）

地区内
計画人口
（人）

地区内
人口

（認可時人）
⑥ 浦和東部第一 55.9 H12～H38 5,500 1,700
⑦ 浦和東部第二 183.2 H11～H28 18,300 300
⑧ 岩槻南部新和西 73.9 H11～H28 7,400 400
⑨ 大門第二 76.3 H4～H42 7,200 約1,400
⑩ 大門上・下野田 36.3 H7～H33 3,300 約600

⑤ 七里駅北側

※④⑤のまちづくりの詳細については参考⑤参照



⑤ 七里駅周辺のまちづくりについて
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地区
対象

区画整理事業
事業
期間

計画
人口

当初
人口

H27
（2015）
実績

（住基）

H42
（2030）
人口推計

差
H28年度末
進捗率
※

浦和美園
駅周辺

浦和東部第二 H11～H28 18,300 約1,700 4,700 約13,900 約9,200 100.0%

浦和東部第一 H12～H38 5,500 約300 621 約4,200 約3,600 72.1%

岩槻南部新和西 H11～H28 7,400 約400 716 約5,700 約5,000 100.0%

大門第二 H7～H33 7,200 約1,400 2,089 約7,000 約4,900 49.2%

大門上・下野田 H4～H42 3,300 約600 2,144 約3,200 約1,000 95.0%

合 計 41,700 約4,400 約10,300 約34,000 約23,700

H42H27

約23,700

約11,900

H34

みそのウイングシティ３地区

大門第二・大門下野田地区

約7,900人
H27実績 約10,300

H34 約22,200

H42 約34,000

H29実績※ 約14,300

※H29実績の数値は
みそのウイングシティ⇒H30年1月現在
大門第二・大門下野田⇒H28年度末
を合算

H29 約15,400

H27 約13,300
約14,700人

H42 約23,700

約3,700人

H34 約12,700

※実績値は大門下野田地区を含む

浦和美園駅周辺 No２沿線開発ケースのビルドアップ曲線
【５地区】

みそのウイングシティのビルドアップ曲線
【３地区】

H42H27 H34

H29実績 約9,000

H27実績 約6,300

H29 約7,300

H27 約5,800

※平成28年度末時点での
事業費ベースの進捗率

⑥ 浦和美園駅周辺地区の開発状況について

（人口：人） （人口：人）

（人）



延伸に伴う必要編成数を試算した。

⑦－１ 必要車両編成数について

●必要編成数

○運行ダイヤ結果より必要車両編成数を算出した。

運行区間 現行
延伸後

各駅停車のみ

延伸後

快速運転含む

運
行
本
数

快速
岩槻～赤羽岩淵

― ― 3

各駅 ― 8 5

各駅 浦和美園～赤羽岩淵 14 6 6

各駅 鳩ヶ谷～赤羽岩淵 2 2 2

合計 16 16 16

必要車両編成数 10 11 11



⑦－２ 必要車両編成数について

現行



⑦－３ 必要車両編成数について

延伸後 各駅停車のみ


